
(2)心理学教育における学士力考察

心理学教育FD/1T活用研究委員会は、21年 6月 、 8月 、 9月 、11月 の4回開催した。

心理学分野では、心理学検定などの資格試験が身に付けるべき能力として標準化されて

いるが資格試験に特化することなく幅広く梶え、社会で活用できる「力」の発揮を目指

すことにした。心理学を学んだことが社会でどのように活かせるのか、学んだ手法や考

え方を社会でどのように応用できるかに視点を置き検討した。その上でサイパーFD研究

員454人に意見を求め、68人 (15%)の意見を踏まえ、以下の通りとりまとつた。

ここでは、「コア・カリキュラムのイメージ」、「測定方法」を割愛したので、詳細は

資料編 【資料 5】 を参照されたい。

【到達目標 1】

人間の心や行動が、生物学的要因、個人的要因および社会 。文化的要因の影書を受けていることを

理解できる。
【到違壼】
① 心理学の基礎知識を持ち、人間の心や行動を理解しようとする姿勢を持っている。

② 人間あ心や行動が生物学的、個人的、社会・文化的要因の影響を受けていることを客観的。綸

理的に説明できる.

O ②
‐C得た知識を用いて、具体的な心理学的現象を説明できる。

【到達目標 2】

人間の心や行動に関わる事象の要因を科学的な手法を用いて明らかにできる。

【到違魔】
① 因果関係、相関関係を説明することができる。

② 実験、日査、観察などの手法について長所。短所を説明できる。

O 心理学的現象の原因や諸要因の関連性を明らかにするために、適切な続計分析法による実験や

。 糞ふ軍菖基濫百意二L′を吟味し、通切な構計手法による分析を行い、結果の解釈ができる。

【到逮目● 3】

心理学的理綸や手法を自己および社会の諸現象の理解に応用できる。

【到速度】
① 既存の理詮や概念に基づいて、心選学的観点から問題を発見し、新たな発想が立てられる。

② 問題に対する仮説を検証するために、体系的にデータ収集・統計解析ができる。
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(2)心理学散青における情報教育

心理学教育FD/1T活用研究委員会は、学士力考察をとりまとめの後、21年12月 、22
年2月 に2回開催した。検討は、演習などを通して情報倫理に配慮して情報の収集・整

理から情報交信に情報澪僣技術を利用できるようにするとともに、専門データベ…スの

利用、実験でのデータ解析、leb,ィ トを利用した心理現象の理解などをとりあげた。

【到達目欄1】

人間の心や行動を理解するために、情報通信慎術を用いて文献検索や資料の収集、レポートの作成

やプレゼンテーションを行うことができる。
【到速度】
① 情報検索と主要なソフトウェア (ワ ープロ、表計算、プレゼンテーション)に関する基本的な
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【到違魔確認の測定手段】

【到違魔】
=0 研究目的に応して科学的に行動を観察し、数量化することができる.

0 綺計ソフトを用いて、収集したデータの解析 く適切な解析方法の選択と実施)を行い、その解

。
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暑高層需LEEtえ長島群甚息皇をることができる.

0 インターネットを利用して、アンケート調査、心理検査を実施することができる.

0 コンピューターを用いて、心理学実験の日御ができる.

【教育内容。徴育方法】
①
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。霊:臭魯轟昌[[=481急言え,算夕鍵裁計ソフトを用いて分析することを体験させ、

。13雷『 雷量£電薔菫裏署till、 情報通信技術を用いる実験や質問紙調査を計画させ、一連

の研究プロセスを体験させる.またそのために必要なプログラムの作成法や汎用ソフトの使用法

を学冒させる。
【到違度籠認の測定手段】             ‐

0～0は、レポートや学習ポートフオリオを通して確認する。

【到達目■ 3】

情報通信技術を用いて、社会の諸現象の理解に心理学的な視点を応用することができる。
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